



	
	

	
	

	Page:Textbook of Japanese History for Elementary School on 1943 vol 2.pdf/103

	
		提供：Wikisource

		


		

		
		

		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページはまだ校正されていません





拡大
Clip

 實美が勅を家茂に傳へる



人材を用ひて、失政をつぐなふやうにと望みました。そこで天皇は、まづ勅使大原重德を江戸へおくだしになつて、政治の立て直しをお命じになり、更に勅使三條實美を以て、攘夷の決行を仰せつけになりました。將軍家茂は、つつしんで仰せに從ひ、德川齊昭の子一橋慶喜らを幕府に入れて政治を改め、松平容保に京都の守護を命じ、文久三年、みづから上洛して、攘夷の日どりなどを奏上しました。

ところが、このころ長州藩と薩摩・會














「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Textbook_of_Japanese_History_for_Elementary_School_on_1943_vol_2.pdf/103&oldid=156995」から取得


		カテゴリ: 	切り抜き画像
	未校正




	





	案内メニュー

	
		

	
		個人用ツール
	

	
		
			ログインしていません
	トーク
	投稿記録
	アカウント作成
	ログイン


		
	



		
			

	
		名前空間
	

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	



			

	
	
		日本語
	
	
		
		

		
	



		

		
			

	
		表示
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	



			

	
	
		その他
	
	
		
		

		
	



			

	検索

	
		
			
			
			
			
		

	




		

	

	

	
		
	

	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	



	

	
		ツール
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	




	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	



	

	
		他言語版
	

	
		
		

		

	










		 このページの最終更新日時は 2020年5月24日 (日) 21:04 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		
	






